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教員養成フラッグシップ大学 ヒアリング審査 

【追加調書】 

 

大学名： 上越教育大学 

テーマ： GIGAスクールに精通した教師力の高い教員の養成を目指して 

―ICT教育先進地域上越からの発信― 

概要（5行程度）： 

 本構想は、上越教育大学がこれまで取り組んできた教師力向上のためのカリキュラム

を一層充実させるとともに、学部に「GIGA スクール対応科目」を、教職大学院に「GIGA

スクール対応領域」を新たに導入することにより、GIGAスクールに精通した『令和の日

本型学校教育』を担う教師力の高い教員を養成し、その成果を全国に発信するものであ

る。 

 

構想において取り組む重点テーマ（該当するテーマの□を☑にしてください） 

 （教員養成フラッグシップ大学公募要領より抜粋） 

 

□①学習者中心の授業デザイン・学習活動デザインについての理解増進， 

ファシリテーターとしての教師の役割についての意識向上 

□②教育学や教師教育学、学習科学に基づく省察的実践（仮説設定，教育実践，省察） 

を通じて学び続ける教師としての意識・態度の育成 

□③学習者中心の視点に立った教職科目体系の見直し（教科専門を含む） 

□④教師・保護者・地域・専門家等と協働する態度や，協働できる環境を整える組織 

マネジメントの資質・能力の育成 

☑⑤学校現場における教育データサイエンスの活用や STEAM教育を先導する人材の 

育成 

☑⑥障害のある児童生徒，外国人児童生徒，不登校，経済的に困難な家庭の児童生徒， 

特定分野に特異な才能のある児童生徒等，多様な子供への理解・対応力 

☑⑦学部と教職大学院の一体的な教員養成カリキュラムの検討，現職教員研修 

（教員育成指標）との連携の在り方の検討 

 

フラッグシップ大学の特例を用いて新規追加する 

科目名、単位数、対象学年、科目概要 

別表のとおり 
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別表 

フラッグシップ大学の特例を用いて新規追加する科目名、単位数、対象学年、科目概要 

学部／大学院 科目名 単位数 対象学年 科目概要 

学部 教育情報科

学概論 

２ １  教職を目指す学生として教育と情報との

関わりを学んでいくうえでの入り口にあた

り、「情報教育」及び「教育の情報化」の基

本的な考え方を学習する。教育の情報化に

関わる最新の動向を提供するとともに、①

学校現場における教育の情報化に関わる施

設設備・情報セキュリティ等の具体事例、②

教師及び学習者による ICT活用の具体事例、

③ICT を用いた校務支援システムの仕組み

及びその具体事例等を示しながら、各テー

マについての調べ学習やワークショップ等

による受講生同士の学び合いを取り入れた

能動的な学習を展開する。 

学部 プログラミ

ング教育基

礎演習 

１ １  初等・中等教育において論理的思考力、創

造力を養成し、子供達の創造力、表現力、発

信力を高めるプログラミング教育を行うた

めの基礎的なスキルと知識、及びプログラ

ミング言語を用いて各教科で ICT を活用し

た教材を自ら開発するため基礎的なスキル

の修得を目的とする。e ラーニングと教室に

よる演習によって知識と技能の修得を行う

能動的な学習を展開する。 

学部 ICT 活用実

践演習 

２ ３  今後の教員養成において必要となるオン

ライン授業やオンデマンド教材作成等を取

り入れ、遠隔授業も実施可能な即戦力とな

る教員養成を行う。GIGA スクール事業で導

入された ICT 環境を活用した授業実践を附

属学校の教員らの実践から学び、ネットを

利用した授業で必要な情報モラル教育や実

施上に関係する法的側面について学ぶ。そ

の上で、学生同士が５～６名のグループと

なり、協働してオンライン授業やオンデマ

ンド教材を取り入れた授業を構想する。構
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想した授業は、教育実習校の協力の下、実習

を受けた学級で実践を行う。教育実習校で

の遠隔授業実践、評価・改善等を通じ、学生

同士や教育実践校の担当教員と協働しなが

ら、学習者中心の授業デザインや学習活動

デザインを学ぶものである。 

学部 ICT を活用

した通級に

よる指導（自

立活動）の授

業デザイン 

２ １  通級による指導の授業をデザインする

際、まず、障害児者等の「生活」を理解し、

提供する教育内容を構想するという視点が

必要である。そのため、本授業の内容は、「多

様な人々が共に生活するまちづくりと ICT」

「ICT を活用した通級による指導（自立活

動）の授業づくりの視点と方法」「個に応じ

た学びを支える教材の制作と学習指導案の

作成」の３つのテーマから構成される。講義

の他、地域行政・福祉担当者、障害等の当事

者、通級による指導の担当教師、工学等の専

門家とのディスカッション、個に応じた学

びを支える教材制作を通して、個々の子ど

もの学習上又は生活上の困難から授業を構

想するボトムアップの思考力と協働力を身

に付けるために必要な基礎的な知識・技能

を学ぶ。 

学部 STEAM 教 育

基礎Ａ 

１ １  数学的考察に不可欠な言語となっている

「集合と論理」及び「命題と条件」の基本知

識を確認する。そのうえで、STEAM 探究活動

で必要となる「抽象的思考力」及び「数学的

思考法」を身に付けるため、ICT 機器を活用

したアクティブ・ラーニングとして展開す

る。 

学部 STEAM 教 育

基礎Ｂ 

１ １  自然科学（物理、化学、生物、地学）と技

術、工学、芸術、数学の４分野との関係を講

義する。 

学部 STEAM 教 育

基礎Ｃ 

１ １ 「家庭」の内容を各専門分野の知見を踏

まえつつ、以下の視点を加味して解説する。 

第一は、生活の営みに必要なもの、即ち、
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生活資源は（１）有限性・希少性、（２）効

用性・有効性、（３）多様性をもつものであ

り、その利用・活用の仕方の決定は生活を営

む私である生活主体に基本的・最終的に任

されているという視点である。 

第二は、生活の営みは種々の生活資源を

統合することであり、それぞれの生活主体

による個別性、具体性をもつものであると

いう視点である。 

第三は、自然・社会・文化の生態系の構造

の中で家庭生活を総合的に捉え、生物学的、

社会・文化的な背景等にかかわりなく、環境

との共生を目指す家庭経営に必要な視点で

ある。 

学部 STEAM 教 育

基礎Ｄ 

１ １ 基本的な音楽的技能と知識を修得し、音

楽的な考え方を身に付ける。その過程で、芸

術的な価値を見つけ生み出す感性と力、好

奇心・探求力を養う。 

ピアノは初心者から経験者まで、能力に

応じた教材が用意されている。特に初心者

向けの教材では、学習の進め方や注意点を

解説した動画を活用することが可能であ

る。 

授業の一部はオンデマンドにより行う。

対面でも ICT の活用を視野に入れた講義を

通して、音楽と ICT のかかわり方について

学習する。 

学部 STEAM 教 育

基礎Ｅ 

１ １ 表現と鑑賞することを取り扱う。描く行

為、つくる行為、伝える行為などの様々な造

形行為や、ICT を含む種々のメディアの活用

を伴う表現や鑑賞の活動を体験し、それら

の内容を振り返りながら共有することによ

り、アイデアの創発、挑戦性、総合性や融合

性の視点を得ることにつなげる。 

学部 STEAM 教 育

（ ICT 活用

１ １ 様々な情報を活用しながらそれを統合

し、課題の発見・解決や社会的な価値の創造
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を含む） に結び付けていく資質・能力を育成する際

に必要となる知識や方法を身に付けるため

の基礎を学んだ「STEAM 教育基礎（ICT 活用

を含む）Ａ～Ｅ」の内容を踏まえつつ、教科

横断的な視角から、生活科・総合的な学習の

時間を手がかりに、STEAM教育の実際やその

ために必要となるカリキュラム・マネジメ

ントについて理解を深める。終末では、

STEAM 教育、教科横断的な学習にかかわる年

間指導計画の作成に取り組む。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ａ 

２ ４ 情報機器やネットワークの普及による言語

活動の変容や、言語芸術の感受の方法の変

化を考えるとともに、教科内容の向上のた

めの ICT 機器の活用と学習場面における運

用能力を高め、他の教科や社会生活におい

て資質・能力を生かすための学習活動を行

う。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｂ 

２ ４  社会科の教科専門である歴史分野・地理

分野・公民分野、3 分野の教員が、それぞれ

の分野の学びを基盤としつつ、歴史・地理・

公民やそのほかの教科の内容を相互の関係

でとらえる教科横断的な視点で、ICT を活用

した教材を開発する能力をスキルアップす

るための実践的・実習的授業を行う。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｃ 

２ ４  身の回りに起こる現象に対して、理科・美

術科・技術科等との教科横断的な視点を取

り入れ、ICT 機器を活用した協働探究のサイ

クルを通して数学的に解釈・表現するアク

ティブ・ラーニングとして展開する。授業の

まとめとして、探究内容の深化、および付随

する新たな問題の探索についてプレゼンテ

ーションを行う。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｄ 

２ ４  身の回りに起こる現象に対して、数学・社

会・技術家庭等との教科横断的な視点を取

り入れ、ICT 機器を活用した協働探究のサイ

クルを通して科学的に解釈・表現するアク
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ティブ・ラーニングとして展開する。授業の

まとめとして、探究内容の深化、および付随

する新たな問題の探索についてプレゼンテ

ーションを行う。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｅ 

２ ４  本科目は、個人あるいはチームで ICT を

活用して音楽に関するプレゼンテーション

を行うものである。音楽に関することなら

ばテーマは自由とし、その内容は教科横断

の視点を持ったものとし、生活や文化との

関連など広い視野を持ってその魅力を伝え

る。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｆ 

２ ４  題材としてポスター制作やイラストレー

ション、MAP 制作等を取り上げる。各々の題

材には例えば数学科で学習する幾何的な知

識を援用した画面分割や、国語科・英語科で

学んだ内容がキャッチコピーとしてポスタ

ー制作に役立つこと等を、制作の段階に応

じて紹介し取り組ませることによって、「デ

ザイン＝生活を豊かにすること」の実践に

必要な知識や技能が、他教科の内容とも密

接に関連し、必要であることを体験的に学

習する。ICT 機器の活用として、制作では

Illustrator、Photoshop 等のアプリケーシ

ョンを活用し、デジタル制作の特徴である

試行錯誤の容易さや、データとしての相互

コミュニケーションにおける長所・短所に

ついても考察しながら学習する。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｇ 

２ ４  保健体育科教育担当教員が複数教科等に

共通する内容を踏まえた体育・スポーツ科

学における教科横断的な学習過程の必要性

を講義する。また、保健体育科における ICT

の利活用の方法や体育学、運動学、学校保

健、保健体育科教育等の各教科専門領域固

有の教科横断的な教育の仕方について身体

運動学やスポーツ科学の科学的原理との関

連から講義する。 
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学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｈ 

２ ４  Society5.0 において核となる技術の一つ

である Cyber-Physical System（CPS）を題

材とした情報の技術の教材、材料と加工の

技術で扱う製図の教材、生物育成の技術イ

ノベーションとガバナンスとを調和させる

ために、ICT の効果的な利活用による持続可

能な社会構築をテーマにした教材、エネル

ギー変換の特に電気に関わる理科・技術・工

学・数学の連携をテーマにした教材を用い

て、技術分野（材料と加工の技術、生物育成

の技術、エネルギー変換の技術、情報の技

術）と算数、数学、理科、社会、家庭、「総

合的な学習の時間」などの教科等間におけ

る横断教育について考察する。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｉ 

２ ４  文化や生活に関わる「地域資源」は、そこ

に暮らす児童・生徒の日常生活と切っても

切れない関係にあることから、「主体的・対

話的で深い学び」が可能となる格好の教材

になりうる。 

 本授業では、上越地域の特徴的な「地域資

源」を選択し、関連する情報を収集させた

後、人文科学的知見からの解説を加える（デ

ジタル分布図等のコンテンツを併用）。 

 また、「地域資源」に関わる地元の方々に

よるオンライン講演を行ったり、博物館・記

念館といった関連施設のＶＲ見学等を活用

したりして、座学では得られない知識や教

養を身に付ける。 

 まとめとして、授業を通して得られた知

識・技術・情報を、各教科内容との関連のも

と、体系的に再編し、教科横断的要素を含ん

だ教材を検討・考案する。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｊ 

２ ４  まず音響ソフト (Praat) を用いて、英語

の発音を分析する方法について学ぶ。その

後、音声を科学するとはどういうことか理

解するために、科学哲学と心理理論につい
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て理解する。最後に実証的に第二言語の音

声を分析するために、実験方法と R 言語を

用いた統計技術について学ぶ。 

これらの一連の学習を通して、英語の発

音について理解を深めるだけでなく、教科

横断的に音声の特性について知識を深め

る。また ICT 機器を用いて第二言語として

の英語の発音を分析することで、現代で求

められている ICT リテラシーを身に付ける

ことができる。 

学部 ICT を活用

した教科横

断教育Ｋ 

２ ４  本授業では、マルチメディア作品（教材）

を教育の場面に活用するだけでなく、自ら

の手で設計・開発することができる力量の

育成をめざす。そのために、様々なメディア

の特性理解だけでなく、文字・静止画像・音

声・楽曲・動画像の符号化や変換といった情

報処理の専門的知識を学ぶ。また、既存のマ

ルチメディア教材の活用事例を単に手法と

して学ぶのではなく、マルチメディア教材

が、これまで視聴覚教育や教育工学の領域

において、どのように設計・開発されたの

か、その理論を体系的に学ぶ。そして、以上

を踏まえたマルチメディア作品を実際に制

作する。マルチメディア作品は、STEAM 教育

（教科横断教育）をテーマに制作し、情報表

現と芸術表現の融合点についても探る。 

大学院 ICT を活用

した教育・情

報教育デザ

イン 

２ １  急速な情報化の進展に対応し、学校教育

における情報活用能力の育成や、ICT 活用な

どの教育の情報化に対応できる教師の力量

形成に向けて、ICT ツールに関する知識、ICT

活用スキル、ICT の教育利用、情報教育の実

践力を高めるための基礎を学ぶことによ

り、次の３つのテーマ①教育の情報化推進

についてのデザイン、②情報教育のカリキ

ュラム・授業についてのデザイン、③ICT 活

用による教授・学習についてのデザインで、
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ICT を活用した教育・情報教育のデザインを

実際に行うことができることを目指してい

る。 

大学院 教科等の横

断と実践開

発 

２ １  「社会に開かれた教育課程」を実現するた

めに、総合的な学習の時間、生活科を中核と

して、内容面、資質・能力面等からの教科横

断的な指導の工夫が必要となる。この科目

ではこうした課題に対する知見を深めるこ

とを目的としている。 

大学院 ICT を活用

した通級に

よる指導（自

立活動）の授

業デザイン

の理論と実

践 

２ １  「各教科等と通級による指導との関連を

図る基礎理論」「ICT を活用した教科等にお

けるインクルーシブな授業開発の視点と方

法」「各教科等と通級による指導との関連を

図る個別の指導計画と ICT を活用した授業

の指導案」の３つのテーマから構成される。

講義の他、通級による指導(自立活動)の個

別の指導計画作成、それを踏まえた各教科

等の学習指導案作成の演習を行い、ICT を活

用した通級による指導の授業をデザインす

る知識・技能を身に付ける。 

 


